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第32号（2004年3月）

第33号（2005年3月）
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村所民俗記 徳丸亞木

　：宮崎県児湯郡西米良村の生活と伝承

近現代中国における「西北」への関心と研究の歴史 片岡一忠 (1)

康熙帝の側近，シャンナン＝ドルジの奏摺 楠木賢道 (63)

ミシュレと中世 立川孝一

　：人種・地理・キリスト教

視座は提示できたか 内山田康

　：田中雅一『供犠世界の変貌‐南アジアの歴史人類学』を読む

マス・メディアにおける答志島・答志の寝宿慣行に関する理解の特徴 宮前耕史

　：新聞・雑誌記事を中心とした検討から

ナジェーブ・サリビー『モロ問題』翻訳と解説 鈴木伸隆 (173)

明治中後期風俗改良に関する一考察 宮前耕史

　：志摩郡越賀村における若者組織と「遊屋」改良

明朝の官印制度 片岡一忠 (1)

オスマン帝国近代史史料としての『特別給与台帳』について 小松香織 (59)

ミシュレにおける象徴の歴史学 立川孝一

　：ボニファティウス8世からエティエンヌ・マルセルまで（『フランス史』第3巻）

民俗学のデザイン 真野俊和

　：講義録「民俗学概説」第3講

カトリーン・ゴフの小農と帝国主義 内山田康 (143）

The ''Indirect Historical Method'': History and Archaeology in the Work of Umehara
Takeshi

Mark J. Hudson (163)

1

第34号（2006年3月）

第35号(2007年3月）

(83)

(113）

1

(89)

(121)

(141)



近世後期北奥における被差別集団の動向 浪川健治

　：弘前藩による革師の編成をめぐって

島で語られたこと 徳丸亞木

　：怪談と語り

五代・宋時代の官印制度 片岡一忠 (1)

清初におけるアバタイ系宗室 鈴木真

　：婚姻関係を中心に

「定義する｣ことは可能か 真野俊和

　：講義録｢民俗学概説｣第5講

沈黙する死者 内山田康

　：降霊術師とケーララのモダニティ

高野山金光院｢三春家中過去帳｣とその世界 山本隆志・阿部綾子

　：史料紹介をかねて

士族ハリステアニンの在村時代 山下須美礼

　：その日常と知的営為

山梨県のジルイ 中込睦子

　：文字資料と伝承を素材として

清朝の｢方略｣編纂と『皇朝武功紀盛』にみえる趙翼の清朝観 片岡一忠 (1)

エイブラハム・エプスタインと1935年社会保障法の制定 佐藤千登勢 (39)

クラティとカーリー 内山田康

　：階層的な合目的性の袋小路と動く身体が繋ぐ考えられない系列

日光社参における将軍権威の表彰 山澤学

　：天保14年「日光御参詣警固絵図」を中心に

第38号（2010年3月）

1

27

(75)

45

63

(65)

1

1

第37号（2009年3月）

(109)

(135)

第36号（2008年3月）



オスマン帝国末期の海洋活動と黒海沿岸民 小松香織 (1)

歴史における≪個人≫の描き方 立川孝一

　：シャルル6世とオルレアン公ルイ　（ミシュレ『フランス史』第４巻）

明治・大正期の厳島を描いた鳥瞰図 中西僚太郎 (57)

頭蓋骨埋葬の二態 常木晃 (85)

東国における武士と法令・祭礼との関係 山本隆志

　：足利鑁阿寺・宇都宮神宮寺の一切経会を中心に

幕末における芸能興行とその受容 浪川健治

　：弘前藩領をめぐる動向と娯楽享受

「民俗○○」の検証 武井基晃

　：民俗学者の語彙論

透過性をもっていた境界 内山田康 117

明治初期ハリストス正教会における仙台藩士族の西日本伝教 山下須美礼 1

中部太平洋バナバ島における燐鉱石採掘への抵抗と敗北 風間計博

　：近代世界への包摂と認識論的転換に関する試論

現代の草墳葬 徳丸亞木

　：韓国全羅南道莞島郡青山島の草墳葬を事例として

日本占領期における日本民俗学者とアメリカ社会人類学者の邂逅 中野泰

　：民間情報教育局(CIE)によるNational Fishing Village Surveyとattitude surveyから

ミシュレと現代歴史学 立川孝一 (1)

民俗と内面化についての基礎的考察　一 徳丸亞木

　：中国浙江省A鎮・B村における火葬受容を事例として

第40号(2012年3月)

第41号(2013年3月)

(1)

(27)

(73)

(23)

1

51

89

(25)

第39号(2011年3月)



幻のForestry Sciology 中野泰

　：GHQ下の構想と民俗学者の参与

3.11の問い 内山田康

　：その場所と時間

豊漁を呼ぶフナダマ 徳丸亞木

　：〈漁運〉の獲得と御神体

アメリカのILOへの加盟とニューディール 佐藤千登勢

：労働法との関連をめぐって

毛むくじゃらで曖昧な境界
ハンセン ポール
菊池麻里 訳

　：社会的メタファーの境界でエスのグラフィーすること

ソナンとフナダマ 徳丸亞木

：韓国済州島牛島面と日本瀬戸内海地域の事例から

湯殿山木食行者鐵門海の活動形態 山澤学

　：盛岡藩領を事例として

朝鮮におけるアメリカ・プロテスタント宣教師による女子教育 朴宣美

　：米国南長老教会朝鮮ミッションを中心に

カンボジアのラオ村落における僧侶と村人のハック・カン 山﨑寿美子 (27)

1

23

(1)

第43号(2015年3月)

(63)

(119)

第42号(2014年3月)

1

(1)

(58)




